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「読むこと」と「書くこと」を往還し，対話で深める国語授業の創造 

長 屋 樹 廣 

キーワード  対話 往還 魅力 学習計画 解説 推薦 

 

１ はじめに 

本稿は，「『読むこと』と『書くこと』を往還し，対話で深める国語授業の創造」というテーマで，「椋鳩十作品

の魅力を『解説書』で推薦し合おう」～大造じいさんとがん～の単元を中心に論述する。大西（１９９３） ，倉沢

（１９７９），倉沢（１９９３），西郷（１９８６）,鶴田（１９９７），二瓶（２０１３），長屋(２０２２)などの先行研究の概要は割

愛するが，参考にしながら実践に取り組んだ。(注１) 

「小学校学習指導要領解説 国語編」の第５学年及び第６学年「読むこと」における指導事項に，「登場人物

の相互関係や心情などについて，描写を基に捉えること」と示されている。登場人物の相互関係などを手掛

かりに，その人物像や物語などの全体像を思い描き，優れた叙述に着目しながら様々な表現の工夫の効果

を考えたい。（注２）「大造じいさんとがん」を取り上げたのは，登場人物同士の関わりから，物語の全体像を読

む力を育むのに最適な教材文だと考えたからである。さらに，文章を読んで理解したことに基づいて，自分

の考えをまとめることや，まとめた意見や感想を共有し，自分の考えを広げるなど，「読むこと」と「書くこと」を

往還しながら，互いの考えの違いを明らかにし，対話で深める学習活動が期待できる。 

「大造じいさんとがん」は、猟師である大造じいさんと自然の中に生きる鳥、残雪とのかかわりが、美しい情

景描写とともに生き生きと描かれた作品である。色彩豊かな情景の描写や文語調の語り口など表現上の工夫

や特徴に着目し、情景描写と人物の心情変化を照らし合わせたり、猟師としてのじいさんの思いや行動に共

感したりしながら、優れた叙述を味わえるようにしたい。さらに、作品中の表現の効果等に対して、評価的な

視点をもち、自分の考えをまとめながら読んでいきたい。 

 具体的には、本単元は３次で構成する。 

第１次では、小学校第５学年の子どもの書いた「大造じいさんとがん」の書評や椋鳩十本人の言葉を紹介

することにより、作品のよさを味わう視点や学びの見通しをもちながら、子ども自身が読みの目的意識をもつ

ための工夫を行う。「なぜ、このような書評を書いたのか。」「感動はどこから生まれるのか。」と読みの視点を

絞ることにより、学びの見通しをもち、その価値を自覚しながら、作品のもつ表現上の工夫に着目し、優れた

叙述を味わえるようにする。 

第２次では、解説書で物語の魅力を推薦し合うことを見通して，「あらすじ」「人物関係」「表現の効果」「作品

の魅力」「見方・考え方の変化」等，一人一人の学習計画に合わせて，様々な視点から読んでいく。「読むこと」

と「書くこと」を効果的に往還しながら，対話で学びを深めていけるようにしていく。 

第３次では、解説書を書き，作品の魅力を伝え合う活動を行う。情景描写を含む，自分の魅力的だと思う表

現を基に，グループ内で発表し合い，コメントを伝え合うようにし，自らの学びの成果を実感できるようにした

い。 

 

２ 単元のデザインについて 

（１）単元の目標 

物語の魅力を「解説書」に書いて推薦する言語活動を通して，大造じいさんの言動や心情描写及び情景

描写等に着目することで，残雪との相互関係をとらえ，心に残る優れた叙述や作品の全体像についての自

分の考えをまとめながら読むことができる。 
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（２）評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

ア 語句と語句との関係，語句の

構成や変化について理解し，

語彙を豊かにしたり，語感や言

葉の使い方に対する感覚を意

識して，語や語句を使ったりす

ることができる。 

ア 登場人物の相互関係や心情

などについて，描写を基に捉

えている。 

イ 人物像や物語などの全体像を

具体的に想像したり，表現の

効果を考えたりしている。 

ア 作品の叙述を比較するな

どして読み，わかったことや

考えたことを話し合ったり，

文章にまとめようとしたりし

ている。 

 

（３）単元のデザイン（全８時間） 

時
数 ○主な学習活動 

評価の観点 
学び合いの過程 手立て  

知 思 主 

１ ○椋鳩十作品の解説書の言葉「感動は心の

扉を開く」を紹介することで，感動は作品の

どの部分にあるのかを考えながら目的意識

をもって作品を読めるようにする。 

・解説書のモデルを見て，単元のゴールを見

通す。 

・解説書で物語の魅力を推薦し合うことによっ

て，自分の読書への価値観が広がるかもし

れないという期待感をもてるようにする。 

ア    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２
３ ○解説書を記述することを見通し，「大造じい

さんとがん」のあらすじを大まかに読む。 

～あらすじを読む～ 

 ア  

４ ○解説書を記述することを見通し，大造じいさ

んと残雪の人物関係を読む。 

  ～人物関係を読む～ 

 ア   

 

 

 

５ ○解説書を記述することを見通し，「あかつき

の光が～」や「東の空が真っ赤に燃えて」な

どの情景描写と大造じいさんの心情を照ら

し合わせて読む。 

 ～表現の効果（情景描写等）を読む～ 

 ア   

 

 

 

 

 

・椋鳩十「感動は心の扉を開く」
「解説書のモデルを読む」こ
とで，単元の見通しと，作品
を読む目的意識をもてるよう
にする。 

 

・大造じいさんの立てた作戦を
中心に，あらすじを大まかに
読むことができるようにす
る。 

・大造じいさんと残雪の相互関
係に関する表現に着目し，人
物関係を読むことができる
ようにする。 

・「東の空が真っ赤に燃えて」な
どの情景描写と大造じいさん
の心情変化と照らし合わせる
ことができるようにする。 
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６
（本
時
） 

○物語の「自分がお薦めする場面」について

解説書の作品の魅力の「骨の文」を書く活動

を通して，優れた叙述や登場人物の見方・

考え方の変化を関連付けながら場面の移り

変わり（物語の全体像）を読み，自分の推薦

する場面について考えをまとめる。 

・「銃を下ろしてしまったという行動」「強く心を

打たれた理由」に着目することで，大造じい

さんの残雪に対する見方・考え方の変化を

考える。 

 イ   

 

 

 

 

 

 

 

 

７
８ ○大造じいさんとがんの解説書を書き，学級

で紹介し合う。 

・大造じいさんとがんの解説書を学級で読み

合うことで，読書カードにも生かせそうだとい

う学びの実感を得ることができるようにする。 

  ア 

 

３ 本時の展開について 

(1) 本時の目標 

物語の山場とその理由を考える活動を通して，優れた叙述や登場人物の見方・考え方の変化を関連付け

ながら場面の移り変わり（全体像）を読み，物語の魅力について考えをまとめることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・読みの目的意識と「大造じい
さんとがん」の教材文の解釈
をつなげることができるよう
にする。 

・「大造じいさんは，強く心を打
たれて，ただの鳥に対してい
るような気がしなかったの
は，どうしてか？」など，物語
の全体像を明らかにするため
の矛盾点を考えさせたり，
「『感動は心の扉を開く』とは
どういうことか」など，学びの
必要感のある問い返しをした
りすることで，子供相互の対
話を活性化させていく。 
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(2) 本時の展開（６／８） 

学習活動   〇教師の働きかけ・発問（△補助発問，□指示・説明） 指導上の留意点 

１ 前時までの活動を想起し，本時で考えることの見通しと必要感をもつ。 

○物語の魅力を推薦するために，「人物関係」「優れた表現」の他に必要なことは

ありますか。 

 

 

 

 

 

２ 「大造じいさんとがん」を読み，物語の山場とその理由を交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 物語の山場はどこなのか，叙述を根拠に［精査・解釈］する。 

○大造じいさんが銃を下ろしてしまったのはどうしてか。 

○強く心を打たれて，ただの鳥に対しているような気がしなかったのはどうしてか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習を振り返り，お薦めしたい場面とその理由を決めて，解説書の作品

の魅力の「骨の文」（中心となる文章）を書く。 

 

・必要に応じて，前時

までの児童の発言

やノートの記述を提

示し，本時で考える

ことの見通しと必要

感をもてるようにす

る。 

・自分の考えが整理

できない児童に対

し，他の児童の記

述や発言の中から

一番納得いくもの

を選択するよう促し

たり，組み合わせて

考えるよう伝えたり

する。 

・大造じいさんの残雪

への見方・考え方

の変化を捉えてい

る児童を意図的に

指名し，残雪への

見方の変化を学級

全員で共有できる

ようにする。 

・必要に応じて，「感

動は心の扉を開く」

という作者の言葉を

提示する。 

 

物語の「山場」と言える場面とその理由をはっきりさせて，作品の
魅力について考えよう。 

 

・じいさんが猟銃を下ろしてしまった７場面は，これまでの残雪に対する気持ちが変わ

ったと言っていいんじゃないか。 

→銃をおろしたのは，残雪とはやぶさの戦いを目の当たりにしたから。 

→でも，この場面で何年も捕まえようとしても捕まえられなかった今までのいまいまし

さがなくなったのか。いまいましさがなくなったというよりは，残雪の仲間を助けよ

うとする迫力に驚いて銃を下ろしたのかもしれない。 

・７場面の大造じいさんが残雪から頭領の威厳を感じ，「ただの鳥に対しているような

気がしなかった」ところだ。 

→きっと，傷ついていても最後まで堂々とした態度でじいさんと向き合った残雪に心を

打たと思う。ここで相手をライバル・自分と同等以上の存在として認めたと思う。 

→ということは，気持ちが変わったことがはっきりわかるから，この場面が山場と言っ

ていいはずだね。 

 

◇物語の山場とその

理由を考える活動

を通して，優れた

叙述や登場人物の

見方・考え方の変

化を関連付けなが

ら場面の移り変わ

り（全体像）を読

み，物語の魅力に

ついて考えをまと

めることができ

る。【思】 

 

 

・私は，残雪を「たかが鳥」と見下していた大造じいさんが，命がけでハヤブサから仲

間のガンを助け，けがをしても人間をにらみつける残雪の姿を見ることによって，残

雪を「いかにも頭領らしい堂々たる態度」と尊敬するようになったという大造じいさ

んの見方の変化を書きたい。 

・大造じいさんは，残雪をただの仕留めるべき獲物ではなく，「ガンの英雄よ」と呼び

かけたように，自分と同等以上の存在として認めたことを書きたい。 

 

 

・私が山場だと思ったのは，７場面の「さあ，いよいよ戦闘開始だ。東の空が真っ赤に

燃えて，朝が来ました。」のところ。情景描写も使われている。 

→大造じいさんの思いの高まりは感じられる。でも，山場は登場人物の心情ががらっ

と変わるところだから，山場と言える理由としてははっきりしてないかもしれない。 

・ぼくが山場だと思ったのは，７場面の「大造じいさんが銃を下ろしてしまった」のと

ころだよ。きっと大造じいさんの気持ちが変わったから。 

→なるほど。銃をおろすってことは，今まで，「たかが鳥」やいまいましく感じていた

残雪への気持ちがなくなったのかもしれない。 

・やっぱり７場面の「ただの鳥に対しているような気がしませんでした」のところが

山場だと思う。仲間を助ける姿や頭領らしい，堂々たる態度から見方が変わったと

思う。 

→そうだね。強く心を打たれたって書いてある。私も，○○さんと同じところが山場だ

と思う。 

 

 

 

・物語の魅力を推薦するためには，物語の山場の場所をはっきりさせたい。山場を見付

けて，理由を考えることが物語の魅力を推薦することにつながるかもしれない。 
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４ 単元のデザインを通した検証について 

（１）学習目的の理解（見通し） 

「大造じいさんとがん」を学習するに当たって，「感動は心の扉をひらく」

を提示した。 

「感動は心の扉をひらく」の主要部分を読み聞かせると，児童 A は，「椋

鳩十さんが言っている『感動は心の扉を開く』とは，どういうことだろう」と発

言した。その発言に関連して，「作品を読んでみて，その部分について考

えてみるのも面白そうだね」,「みんなで，作品を読みながら交流していくの

もいいね」など，「椋鳩十さんが言っている『感動は心の扉を開く』とは，どう

いうことだろう」という疑問が，学級全体で共有された。 

そこで，児童 B が「『いつか大切なこと』で学習したように，「星座表」や

「ショーウィンドウ」みたいなものに，まとめていけたらいいね」,「そうだね。

他の人がどのように考えたのかを見たいし，自分たちが書いたものを参観日などに，家の人に見てもらえたら

いいよね」,「でも，『いつか大切なこと』でまとめた「ショーウィンドウ」ではないものにまとめていきたいな」,「そう

だね」などと，学習計画の大まかな方向性が出された。 

そこで，教師が「みんなが言っていたように，今回は，解説書というものにまとめていくのはどうかな？そうす

ると，さっきみんなで話していた椋鳩十さんが言っている『感動は心の扉を開く』とは，どういうことだろう，とい

う部分を解説することも可能だよ」と話し，単元計画の積極的な納得に向けて方向付けていく。児童たちは，

「いいね。やってみよう」，「新しいことにチャレンジだね」，「モデルがあるとうれしいのですが，先生あります

か？」などの発言が出された。 

  
学習目的の理解（見通し） 

図１ 学習目的の理解のためのモデル 
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「するぞうくん（本学級のキャラクター）が，こんな感じで書いてみたのですが，イメージできそうですか？」と

言う。「あ～なるほど，『お薦めしたい表現』，『人物関係図』，『作品の魅力』ね。これなら，イメージできるよ」，

「感動は心の扉を開くということとの関連もあるね」，「これで学習計画がしっかりと立てることができそうだね」と

いう話になった。 

「解説書を書いていくために，大体のあらすじをとらえて・・・」，「そして，人物関係，優れた表現，作品の魅

力をよんでいくといいよね」という話になった。教師の例示に促されつつ，単元の大部分が児童の力によって，

積極的に納得をしながら，学習計画を立てていくことができた。 

 

 

 

このように，作品に関するキーワードやモデルを提示するという手立てを講じることで，「大造じいさんとが

んで考えるべき課題について見通しをもつことがきた。児童たちが，学びの必要感・積極的な納得感をもって，

単元デザインをスタートすることができた。５年生段階としての単元の目標を踏まえて，「教師の学ばせたいこ

と」と「児童たちが学びたいこと」を一致させる［学習目的の理解（見通し）］ができれば，次時以降の学習過程

がスムーズになっていく。 

 

（２）構造と内容の把握 

次ページの図３の「大造じいさんとがんの星座表」は，児童 A の単元を終えた時の完成版である。この「星

座表」は，叙述を基に，「大まかなあらすじはどのようになっているのか，既習事項を生かして作品の内容を捉

える」など，文章の構成や展開を捉えたり，内容を理解したりしたことを積み重ねながら「大造じいさんとがん

の星座表」として記述したものである。目的に応じて必要な情報を見い出して精査や解釈したり，既有の知識

図２ 単元の見通しの掲示物 

学習目的の理解（見通し） 
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や体験と結び付け自分の考えを形成したりする段階を経て，毎時間，「大造じいさんとがんの星座表」が更新

され，単元の最後に完成したものである。 

 

 

下の板書は，２・３時間目で，「作品の全体像」を捉えての意見交流の様子である。 

単元の１時間目に，「あらすじの大体を捉える必要があるね」と発言していた児童 Aが，２・３時間目には「これ

で全体像が見えたね」と発言し，単元としてのストーリーがつながった。 

 

 

図３ 「大造じいさんとがん」の星座表 

大まかなあらすじ 

図４ ［構造と内容の把握］の板書 
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（３）精査・解釈 

 授業の導入で，前時までの活動を想起し，本時で考えることの見通しと必要感をもてるようにした。「物語の

魅力を推薦するために，『人物関係』，『優れた表現』の他に何が必要なのか」を問うと，「物語の山場の場所

をはっきりさせ，理由を考えることが物語の魅力を推薦することにつながるかもしれない。」という本時の課題

の必要性について考える発言が出された。 

そこで，「物語の『山場』と言える場面とその理由をはっきりさせて，作品の魅力について考えよう」という課

題について共有した。「山場」とは，「あることが最も大きく変わる場面」と共通理解を図っている。 

山場を検討すると，「『大造じいさんが銃を下ろしてしまった』のところだよ。銃を下ろすのは，今まで，『たか

が鳥』やいまいましく感じていた残雪への気持ちがなくなったのかもしれないね。」という意見と，「『ただの鳥

に対しているような気がしませんでした』のところが山場だと思うな。仲間を助ける姿や頭領らしい，堂々たる

態度から見方・考え方が変わったと思う。」という二つの意見が出てきた。「銃を下ろしたのは，残雪とはやぶさ

の戦いを目の当たりにしたからだよね。」，「この場面では，いまいましさがなくなったというよりは，残雪の仲間

を助けようとする迫力から銃を下ろしたのかもしれない。」という話になった。そこで，「○○さんの意見を聞い

て，このお話の山場は，『ただの鳥に対しているような気がしませんでした』のところだね。」という発言があり，

多くの児童が頷いた。 

教師から「ただの鳥に対しているような気がしなかったのは，どうして？」と発問する。山場について，登場

人物の心情を発言していた児童が，大造じいさんの残雪に対する見方・考え方の変化について話題を焦点

化した。「傷ついているのに，大造じいさんが近づくと，残りのがんを守るために，にらみつけてすごいと思っ

たからだね。」，「ここで相手をライバル・自分と同等以上の存在として認めたからだと思うよ。」，「地上で，せ

めて頭領としての威厳を傷つけまいと努力している姿や第二の敵である大造じいさんが近づいてきたときに

も，頭領らしい堂々たる態度を見せたから，ただの鳥に対しているような気がしなかったし，『英雄』だと思った

のではないかな。」という話になった。 

授業の終末では，「残雪に対して『いかにも頭領らしい堂々たる態度』，『ただの鳥に対しているような気が

しなかった』などの大造じいさんの見方・考え方の変化を書きたいな。」と物語の魅力に迫る発言が出された。

これは，児童一人一人が段落間の関係性を捉えて，読みが広がっていくという，単元としてのストーリーが全

体に波及し，交流する姿としてつながっていった。 

 

 

精査・解釈 

図５ ［精査・解釈］の板書 
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（４）考えの形成 

 

 

 

児童Ａは「お薦めしたい優れた表現」「人物関係図」「作品の魅力」等，今まで学級全体で話し合ってきたこ

とや自分なりに理解したことを解説書にまとめることができた。 

「お薦めした優れた表現」では，「東の空が真っ赤に～」など，大造じいさんの気持ちの高まりについて記

述したり，「人物関係図」では，大造じいさんと残雪の関わりについて端的に内容をまとめたりすることができ

た。また，「作品の魅力」では，「がんの英雄」「本当のライバル」という作品の主題にかかわるワードを入れて，

作品に対する自分の考えをまとめることができた。自分のこれまでの学びを可視化することで，学びの成果を

実感することにつながった。 

 

（５）共有 

単元を通して，これまで各児童が，読んできた自分の考えやその根拠となる情

報を書き溜めた星座表や大造じいさんとがん解説書を交流することによって，お

互いのよさを認め合ったり，自分の学びの成果を実感したりすることができた。「作

品の魅力を感じた部分は似ているけど，理由は少し違ったな」，「お薦めしたい表

現とその理由のところがなるほどと思ったよ」などと，友達の意見を聞き取りなが

ら，自分にはない新たな視点を得ている姿が見られた。 

考えの形成 

共有 

図６ 「大造じいさんとがん」の解説書 

図８ 共有の場 
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５ おわりに 

今後も，「読むこと」と「書くこと」を効果的に往還しながら，対話によって学びを深化させることができる授業

づくりの在り方を追究していく。また，子どもたちが「読む力」を確実に身に付けることができるようにし，学び

の充実感・達成感を味わうことができるようにしていく。 
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